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「早寝早起き朝ごはん」運動で文部科学大臣表彰
「くまもと早ね・早おきいきいきウィーク」（木上ひかり保育園）

春季全国火災予防運動
消防団、消防署による防火パレード実施

　

木
上
ひ
か
り
保
育
園（
浦
本
明
子
園
長
）が「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」運
動
で
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
、２
月
２８
日
に
表
彰
の
報
告
の
た

め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、成
長
に
欠
か

せ
な
い
適
切
な
運
動
や
食
事
、睡
眠
を
推
奨
す
る

た
め
、平
成
１２
年
度
か
ら
隔
年
で
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、今
回
、熊
本
県
か
ら
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小

学
校（
南
小
国
町
）と
木
上
ひ
か
り
保
育
園
の
２
カ

所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。同
園
は
、園
の
活
動
の
中

で
、夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
り
、朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
こ
な
い
子
ど
も
が
午
前
中
の
活
動
に
参
加
で

き
な
い
、体
調
不
良
を
訴
え
る
な
ど
の
状
況
に
あ

り
ま
し
た
が
、そ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
活

動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。い
き
い
き
ウ
ィ
ー
ク
と
し

て
１
週
間
、何
時
に
寝
た
か・起
き
た
か
、何
を
食
べ

た
か
、誰
と
食
べ
た
か
な
ど
を
調
査
し
、結
果
を
ま

と
め
て
、保
護
者
と
共
有
し
、改
善
さ
れ
ま
し
た
。

パレードへ出発する消防車輌

左から深水副町長、森本町長、浦本園長、浦本理事長

　

２
月
23
日
、
錦
町
消
防
団
と
消
防

署
東
分
署
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
の
「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

に
併
せ
て
実
施
。
午
前
10
時
か
ら
役

場
庁
舎
前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
森

本
完
一
町
長
に
よ
る
挨
拶
と
牟
田
団

長
に
よ
る
訓
示
が
述
べ
ら
れ
、
消
防

団
積
載
車
３
台
、
消
防
署
東
分
署
の

広
報
車
、
町
の
交
通
指
導
車
と
積
載

車
の
計
６
台
が
役
場
を
出
発
。
３
班

に
分
か
れ
、
４
時
間
を
か
け
て
町
内

の
西
・
一
武
・
木
上
の
各
地
区
を
巡

回
し
ま
し
た
。

第３６回錦町分館親善ゴルフ大会
第11分館が見事優勝！

「食を支える人」を知る
「くらんどつながる市」22周年創業祭

　

２
月
23
日
、
球
磨
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
て
錦
町
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

主
催
の
「
第
36
回
錦
町
分
館
親
善
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
第
11
分
館
が
見
事

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
56
人

が
参
加
し
、
参
加
者
・
分
館
相
互
の
親
睦

と
融
和
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

優
勝
…
第
11
分
館

準
優
勝
…
第
５
分
館

３
位
…
第
４
分
館

【
個
人
の
部
】

優　

勝
…
𠮷
川　

眞
二
（
第
11
分
館
）

準
優
勝
…
丸
目　

敏
輝
（
第
24
分
館
）

３　

位
…
植
竹　

浩
（
第
18
分
館
）

レ
デ
ィ
ー
ス
賞
…
寺
川 

美
代
子（
第
12
分
館
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
…
本
田 

克
之（
第
4
分
館
）

ガラポン抽選会を楽しむ来場者 団体の部で優勝した第11分館の参加者
　

2
月
16
日
、
錦
町
農
産
物
等
直
売
所
出

荷
協
議
会
（
桑
原
崇
会
長
）
主
催
の
22
周

年
創
業
祭
「
く
ら
ん
ど
つ
な
が
る
市
」
が

道
の
駅
錦
と
く
ら
ん
ど
公
園
で
開
催
さ
れ
、

33
店
舗
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午

前
中
に
降
っ
た
雨
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た

が
、
約
5
千
人
が
来
場
。
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
食
を
支
え
る
人
」
に
合
わ
せ
た

企
画
で
は
、
町
内
の
こ
ど
も
園
や
保
育
園

の
園
児
に
よ
る
絵
画
や
出
荷
者
紹
介
パ
ネ

ル
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
会
場
で
は
福
島
太
鼓
や
ト
ラ
ン
ペッ
ト
演

奏
、
エ
イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は

足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
桑
原
会

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
『
つ
な
が
る
』
を
テ
ー

マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Nishiki Topics
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２年間ありがとうございました！
　県との人事交流で令和５年４月から錦町に来ていただ
いていた小田さんが、派遣期間が終了し帰任されます。
また、地域おこし協力隊の沼田さんが卒業されますの
で、錦町で過ごした２年間を話していただきました。

表彰を受けた一武小学校の児童

表彰を受けた西小学校の児童

表彰を受けた木上小学校の児童

「家族で考える人権標語」表彰式
　3月2日、青年会館にて「家族で考える人権標語」表彰式を行いました。
　人権についての理解と人権問題に対する認識を深めるこ
とを目的として、町内の小中学校の児童生徒と家族を対象
に募集し、各小中学校から推薦された標語43作品を表彰。
表彰式では、錦町人権擁護委員が紙芝居を使った「スマ
ホ・SNS安全教室」も行い、保護者と一緒にスマホやイン
ターネット機器で「仲間はずれにしない。悪口を書かな
い。知らない人とネットで話をしない」等、禁止事項を約
束しました。
　人権標語は今月号から順次掲載していきますので、これ
からも、お互いの人権を尊重しあうまちづくりをみんなで
築き上げていきましょう。

　２年間お世話になりました。初めての市町村派遣で不安もある中、業務で関わった町民の皆様に支え
ていただきました。この場を借りてお礼申し上げます。
　私が錦町に来て素晴らしいと思ったことは、町民の皆様の横のつながり、仲の良さ、一体感があると
いうことです。その象徴が、毎年11月に行われる「錦町ふるさと祭り」における「サンバdeにしき総踊
り」です。町民の皆様が一体となって盛り上がる姿は圧巻で、感動しながら拝見していました。
　また、何といってもフルーツが美味しいです。この２年間は、季節になったら必ず道の駅錦「くら
んど市」で桃・梨・シャインマスカット等を家族に買って帰りましたが、家族からも「今まで食べた中で一番美味しい」
と評判でした。
　業務においても、これまで経験できていなかった様々な業務を経験することができ、今後も県職員として勤めていくた
めの貴重な糧となりました。
　４月からは錦町を離れ、新たな職場での勤務となりますが、今後とも公私問わず、錦町の魅力を様々な方に発信し、錦
町を全力で応援したいと思います。
　最後になりましたが、錦町の皆様の今後ますますのご活躍、ご健勝と、錦町のますますのご発展を祈念いたします。本
当にありがとうございました。

問合せ　　教育振興課　　☎ ３８－４４５０

ɹখాɹળଠࠤ՝ɹ՝௕ิޫ؍ըا

஍Ҭ͓͜͠ୂྗڠɹɹপాɹਗ਼߳
　このたび、夫の仕事の都合により、3月をもって地域おこし協力隊を卒業し、錦町を離れることと
なりました。2年間の活動を通して、多くの方々に支えられながら活動できたことに、心から感謝し
ています。温かく声をかけてくださった皆さん、取材にご協力いただいた皆さん、一つひとつの出会
いが私の励みになりました。すべての方に直接お礼を伝えられなかったことが心残りですが、皆さん
の優しさに触れ、たくさんの思い出ができたことに感謝の気持ちでいっぱいです。錦町は夫のふるさ
とでもありますので、これからも帰ってくる機会があるかと思います。その際は、また皆さんにお会
いできるのを楽しみにしています。2年間、本当にありがとうございました。
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歳　入
地方交付税
町税
国庫支出金
県支出金
繰入金
各交付金
町債
使用料等
諸収入
地方譲与税
寄附金
繰越金
財産収入
　　　  計

金　額　　
1,960,000千円
1,199,049千円
1,011,291千円

712,358千円
591,800千円
312,550千円
307,200千円
153,487千円
108,925千円
66,220千円
65,001千円
60,000千円
29,307千円

6,577,188千円

割　合
30%
18%
15%
11%
9%
5%
5%
2%
2%
1%
1%
1%
0%

100.0%

歳　出
民生費
総務費
土木費
教育費
公債費
農林水産業費
衛生費
消防費
商工費
議会費
災害復旧費
その他
労働費
　　　  計

金　額　　
2,236,323千円

885,578千円
771,029千円
572,416千円
566,039千円
492,516千円
471,317千円
263,625千円
199,544千円
79,273千円
27,496千円
12,001千円

31千円
6,577,188千円

割　合
34%
13%
12%
9%
9%
8%
7%
4%
3%
1%
0%
0%
0%

100.0%

令和７年度一般会計予算
　

令
和
７
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算
が
、
３
月
11
日
か
ら
開
会
し
た
第
一
回
定
例
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
約
65
億
７
，
７
１
９
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
約
２
，
９
２
０
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
の
空
調
新
設
、
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
の
更
新
、
黒

辺
田
野
橋
上
部
工
架
設
工
事
、
古
川
幹
線
排
水
路
改
修
工
事
、
児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
総
合
計
画
等
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
決
ま
る

　
　

〜
一
般
会
計　

前
年
度
比
約
０
．
４
％
減
〜

・町民一人当たりに納めて
　いただく税金

約11万9千円

・町民一人当たりに使われる
　予算

約65万6千円

　　  2月末現在の人口

10,026人

歳
入

歳
出

町債
307,200千円

5% 町税
1,199,049千円

18%

地方譲与税
66,220千円

1%

各交付金
312,550千円

5%

地方交付税
1,960,000千円

30%使用料等
153,487千円

2%

国庫支出金
1,011,291千円

15%

県支出金
712,358千円

11%

財産収入
29,307千円

0%

寄附金
65,001千円

1%

繰入金
591,800千円

9%

繰越金
60,000千円

1%

諸収入
108,925千円

2%

その他
12,001 千円

0%

議会費
79,273 千円

1%

総務費
885,578 千円

13%

民生費
2,236,323 千円

34%衛生費
471,317 千円

7%

労働費
31 千円

0%

農林水産業費
492,516 千円

8%

商工費
199,544 千円

3%

土木費
771,029 千円

12%

消防費
263,625 千円

4%

教育費
572,416 千円

9%

災害復旧費
27,496 千円

0%

公債費
566,039 千円

9%
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【予約制】マイナンバーカード休日窓口のご案内
　マイナンバーカードの申請・受け取り、マイナンバーカード及び電子証明書の更新等、開庁時間内（平日の午前8時
30分～午後5時15分）に来庁することができない方のために、以下のとおり休日窓口を開設します。
休日窓口のご利用は予約制で、事前の申し込みが必要です。
　ご希望の方は予約受付終了日までに、住民福祉課（土日祝日を除く）へご連絡くださいますようお願いします。
※予約できる枠には限りがあるため、受付を終了させていただく場合がございます。
※休日窓口では各種証明書発行、住民異動届、印鑑登録、パスポート等マイナンバーカード以外の業務はお取り扱いで
　きませんのでご注意ください。
休日窓口の開設日時・場所（予約制）

問合せ　　住民福祉課　住民係　　☎ ３８－１１１２

開設日 　　　　　　　　　予約受付終了日 　　開設時間 開設場所

取り扱い業務

(本人確認書類)

令和７年 ４月13日（日）
令和７年 ５月11日（日）
令和７年 ６月 ８日（日）
令和７年 ７月13日（日）
令和７年 ８月10日（日）
令和７年 ９月14日（日）
令和７年10月12日（日）
令和７年11月 ９日（日）
令和７年12月14日（日）
令和８年 １月11日（日）
令和８年 ２月 ８日（日）
令和８年 ３月 ８日（日）

・マイナンバーカードの申請
・マイナンバーカードの受け取り
・マイナンバーカード及び電子証明書の更新
・その他マイナンバーカードに関する手続き（暗証番号の再設定、健康保険証の紐づけなど）

【申請に必要なもの】
・通知カード（お持ちの方のみ）
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
・本人確認書類（Aから１点またはＢから２点）

【受け取りに必要なもの】
・交付通知書（はがき）
・通知カード（お持ちの方のみ）
・マイナンバーカード（更新、再交付申請でお持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
・本人確認書類（Aから１点またはＢから２点）

【電子証明書の更新に必要なもの】
・マイナンバーカード
・有効期限通知書（無くてもお手続き可能です)
※交付時に設定した暗証番号が必要です。

令和７年 ４月 ４日（金）
令和７年 ５月 ２日（金）
令和７年 ５月30日（金）
令和７年 ７月 ４日（金）
令和７年 ８月 １日（金）
令和７年 ９月 ５日（金）
令和７年10月 ３日（金）
令和７年10月31日（金）
令和７年12月 ５日（金）
令和７年12月26日（金）
令和８年 １月30日（金）
令和８年 ２月27日（金）

午前８時30分
から

正午まで

錦町役場
住民福祉課

（役場１階）

※15歳未満の方および成年被後見人の方は、
　法定代理人と一緒にお越しください。

A

B

運転免許証・運転経歴証明書・パスポート・身体障がい者手帳・療育手帳
精神障がい者手帳・在留カード・特別永住者証明書など

保険証（健康保険、介護保険、後期高齢者等）・資格確認書・年金手帳（年金証書）
子ども医療受給者証・学生証・診察券・母子手帳など　
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昨
年
を
振
り
返
る
と
、
1
月
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
、
全
国
各
地
で
起
こ
っ
た
線

状
降
水
帯
等
に
よ
る
大
雨
被
害
な
ど
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
や
、
長
引
く
物
価
高
騰
、
加

速
化
す
る
少
子
高
齢
化
な
ど
、
地
方
を
取
り

巻
く
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
た
1
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
地

域
に
お
け
る
不
安
定
な
情
勢
が
続
く
中
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
新
し
い
大
統
領

が
就
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開
を

迎
え
、
日
本
の
経
済
や
生
活
へ
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
内
に
お
い
て
も
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
よ
り
、
15
年
ぶ
り
に
与
党
が
過
半
数
割
れ

と
な
る
な
ど
大
き
な
変
化
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
所
得
税
控
除
額
の
引
き
上
げ
や
年
金
改

革
な
ど
、
住
民
の
生
活
や
地
方
自
治
体
の
運

営
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
に

お
い
て
の
議
論
を
注
視
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
常
経
費
の
抑
制
や
健
全
な
財
政
運
営

の
推
進
な
ど
の
取
組
か
ら
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
大
規

模
災
害
等
へ
の
対
応
か
ら
、
こ
こ
数
年
、
歳

出
決
算
額
が
80
億
円
か
ら
90
億
円
の
規
模
と

な
り
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ

う
な
対
応
も
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、
３

月
補
正
予
算
で
約
70
億
円
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
当
初

予
算
を
提
案
い
た
し
ま
す
が
、
地
方
債
償
還

額
も
増
加
し
、
財
政
指
標
の
上
昇
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
年
度
も
財
源
の
確

保
、
経
常
経
費
削
減
、
事
業
の
選
択
と
集
中

を
行
い
な
が
ら
、
国
と
連
動
し
た
少
子
高
齢

化
対
策
、
住
民
生
活
の
安
全
安
心
の
確
保
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
な
ど
施
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

　

農
林
業　

　

近
年
の
社
会
情
勢
等
に
よ
る
影
響
で
、
依

然
と
し
て
資
材
・
燃
料
が
高
止
ま
り
し
て
い
る

中
、
観
測
史
上
最
も
記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
、
高
温
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
障
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
収
量
・
品
質
低
下
を
招
き
情
勢
は

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
数
々
の

農
地
・
農
業
施
設
の
災
害
復
旧
も
令
和
６
年

度
で
す
べ
て
完
了
し
、
今
後
は
施
設
の
安
定

し
た
維
持
管
理
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
の
経

営
環
境
を
注
視
し
、
昨
年
改
正
さ
れ
た
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
基
づ
き
展
開

さ
れ
る
各
種
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
持
続
可
能
な
農
業
の
展
開
と
農
業
者
の

経
営
安
定
及
び
継
続
対
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
担
い

手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
農

地
を
誰
が
ど
う
使
っ
て
い
く
の
か
を
明
確
化

す
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
伴
い
、
今
後

も
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
に
よ
る
農
家

所
得
の
向
上
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
な
ど
労

働
力
の
軽
減
や
低
コ
ス
ト
化
、
収
入
保
険
の
加

入
支
援
な
ど
に
よ
り
、
安
定
的
で
魅
力
あ
る
農

業
の
確
立
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

和
牛
子
牛
の
価
格
の
低
迷
、
更
に
は
飼
料
価

格
の
高
止
ま
り
等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
畜
産
は
地
域
循
環
型
農
業
の
要
で
あ

り
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
飼
養

管
理
技
術
の
向
上
、
低
コ
ス
ト
で
高
品
質
な
子

牛
生
産
に
努
め
る
と
と
も
に
、
繁
殖
雌
牛
導
入

事
業
及
び
自
家

保
留
牛
助
成
事

業
を
見
直
し
経

営
規
模
に
応
じ

た
優
良
牛
の
確

保
に
努
め
、
よ
り

安
定
的
な
酪
農

経
営
を
実
現
さ

せ
る
た
め
更
な

る
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

森
林
は
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
不
可
欠
な
資
源
で
す
。
そ
の
資
源
の
維
持

管
理
に
重
要
な
役
割
の
あ
る
林
道
の
早
期
復

旧
を
進
め
な
が
ら
、
森
林
組
合
と
連
携
の
も

と
森
林
経
営
計
画
制
度
を
活
用
し
た
町
有
林

の
適
正
管
理
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
私
有
林
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
ま

た
誘
致
企
業
で
あ
る
熊
本
錦
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
に
お
け
る
未
利
用
材
の
再
利
用
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
町
に
お
い
て
、
国
が
計
画
し

て
お
り
ま
す
遊
水
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

令
和
７
年
度　

施
政
方
針
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に
対
し
住
民
及
び
耕
作
者
の
意
見
を
踏
ま
え

た
丁
寧
な
説
明
に
よ
る
合
意
形
成
を
図
る
と

と
も
に
治
水
計
画
の
再
検
討
を
要
望
し
て
お

り
、
今
後
、
国
の
対
応
及
び
動
向
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
見
極
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業

　

商
工
業
後
継
者
支
援
制
度
等
に
よ
り
後
継

者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
起
業
者
等

に
対
す
る
補
助
等
継
続
し
、
活
性
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致

　

既
存
誘
致
企
業
の
活
動
支
援
を
引
き
続
き

行
い
、
残
り
１
室
と
な
っ
た
就
業
セ
ン
タ
ー

内
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
最
大
級
の
半

導
体
製
造
会
社
が
昨
年
度
か
ら
県
央
で
稼
働

し
た
こ
と
に
よ
る
人
材
の
更
な
る
流
出
が
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら

も
誘
致
活
動
を
強
化
し
、
誘
致
目
標
達
成
に

向
け
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

移
住
定
住

　

一
昨
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
令
和
４
年
10
月
に
開
始
し
ま
し
た
『
ふ

る
さ
と
住
民
票
』
制
度
を
活
用
し
、
交
流
イ

ベ
ン
ト
『
に
し
き

会
』
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
町
の

魅
力
発
信
等
行
い

な
が
ら
、
関
係
人

口
の
創
出
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税

　

本
町
の
振
興
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し

寄
附
額
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光

　

人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
が
令
和
３
年

３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
周
辺

の
環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
度
に
松
根
油
乾
溜
作
業
所
保
存
工
事
を

完
了
し
、
更
に
は
資
料
館
周
辺
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
、
錦
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
も
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
連
携
を
強
化
し
、
修
学
旅
行
及
び
団
体

旅
行
の
誘
客
に
繋
が
る
よ
う
、
ま
た
、
平
和

に
つ
い
て
の
学
び
の

拠
点
及
び
観
光
拠
点

と
し
て
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策

　

全
国
的
に
進
む
少
子
高
齢
化
は
、
医
療
や

介
護
、
年
金
と
い
っ
た
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
確
立
し
て
い
く
う
え
で
、
極
め
て

重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
は
最
も
重
要
な
行
政

課
題
で
あ
り
、
子
宝
祝
い
金
制
度
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

及
び
副
食
費
の
無
償
化

等
を
継
続
し
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉

　
「
錦
町
障
が
い
福
祉
計
画
等
」
に
基
づ
き
、

地
元
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
施
策

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い

て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
一
人
一
人

が
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
元
気
で
自
立
し
た

生
活
を
送
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
、
介
護
予
防
教
室
や
い
き
い
き
百
歳

体
操
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
地
域
で
の
通
い

の
場
等
を
充
実
さ
せ
、
認
定
者
数
の
増
加
を

抑
制
で
き
る
よ
う
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
共
に
支
え
助
け
合
う
、
暮
ら
し

や
す
い
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
洗
濯
・
掃

除
・
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
解
決
す

る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

健
康
の
保
持
増
進

　

本
町
の
国
保
医
療
費
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
に
因

る
入
院
費
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
・
予
防
に
は
「
健
診
」
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が
重
要
で
あ
り
、
健
診
を
継
続
的
に
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
「
健
康
の
保
持
増
進
の
第

一
歩
」
と
考
え
ま
す
の
で
、
健
診
未
受
診
者

の
受
診
勧
奨
を
行
い
な
が
ら
、
受
診
後
の
保

健
指
導
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
が
委
託
し
た
医
療
機
関

の
み
と
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク

費
用
助
成
は
、
他
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

場
合
も
助
成
対
象
と
し
、
被
保
険
者
の
受
診
機

会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
高
齢
者
の
保
健
指
導
と
介
護
予
防
事
業
の

一
体
的
実
施
事
業
」
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防

や
訪
問
指
導
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
休

日
健
診
や
施
設
健
診
な
ど
健
診
機
会
の
拡
充

や
、
中
学
生
健
診
・
19
歳
か
ら
の
基
本
健
診

の
取
組
み
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健

康
は
、
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

町
民
の
健
康
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
教
育
の
振
興

　

子
ど
も
は
未
来
を
担
う
地
域
の
宝
で
あ

り
、
地
域
創
生
の
活
力
の
源
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
心
豊
か
に
逞
し

く
育
て
る
た
め
、
外
国
語
教
育
と
伝
統
や
文

化
に
関
す
る
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
時
間
的
・
金
銭
的
な
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
よ
り
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
学
習
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、

町
営
塾
「
に
し
き
未
来
塾
」
を
開
設
し
、
英
語

検
定
受
験
の
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
度
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
政
府

目
標
の
中
学
生
英
検
３
級
合
格
50
％
以
上
を
達

成
す
る
た
め
、
英
語
力
の
向
上
、
学
習
の
習
慣

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
外
国
語
指
導
助

手
を
４
人
体
制
に
し
、
日
常
会
話
を
中
心
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
継
続
し
て
こ
れ
か
ら
の
国
際

化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
が
完
了
し
て
か
ら

５
年
が
経
過
し
ハ
ー
ド
・
Ｏ
Ｓ
の
更
新
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
切
替
更

新
を
行
い
、
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
が
よ
り
積

極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
令
和
７
年
度
に
お
い

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
材
を
配
布
し
、
小
学
生
全
学
年
で

活
用
し
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考

の
醸
成
と
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
児
童

生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
給

食
費
補
助
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
全
額
を
補

助
す
る
無
償
化
と
し
ま
す
。

　

従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
就
学
援
助

費
助
成
に
加
え
、
一
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
だ

入
学
祝
い
金
支
給
や
修
学
旅
行
費
補
助
に
つ

い
て
も
、
子
育
て
支
援
及
び
保
護
者
の
負
担

軽
減
策
と
し
て

継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後

に
お
い
て
も
一

層
力
を
入
れ
、

実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
振
興

　

町
民
す
べ
て
が
「
人
の
和
を
大
切
に
し
、

老
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
若
人
に

夢
と
希
望
が
持
て
る
町
」
を
目
指
し
て
、
生

涯
学
習
を
推
進
し
な
が
ら
、
人
権
教
育
の
充

実
と
更
な
る
啓
発
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

町
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
利
用
者
が
減
少
す
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
移
動
図

書
車
を
更
新
し
、
巡
回
箇
所

を
増
加
し
て
運
用
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
移
動
図
書
の

更
な
る
利
用
啓
発
に
努
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
や
少
子
化
に
伴
い
、

近
年
参
加
が
難
し
い
分
館
も

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
昨
年
、
行
事
の
集
約
化

を
行
い
、
分
館
対
抗
球
技
大
会
と
し
て
開
催

し
た
と
こ
ろ
全
分
館
か
ら
参
加
を
得
て
実
施

で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も
各
種

ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
工
夫
改
善
し
な
が
ら
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
や
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ

な
が
ら
地
域
の
連
携
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
整
備

　

町
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
本

部
・
消
防
団
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
や
、
災
害
・
火
災
時
に
お
い
て

的
確
な
行
動
等
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

引
き
続
き
防
災
訓
練
、
消
防
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
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昨
年
度
は
、
町
政
座
談
会
の
折
に
、
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
を
し
な
い
た

め
に
は
、
自
ら
の
先
入
観
や
感
覚
で
避
難
す

る
の
で
は
な
く
、
気
象
台
の
気
象
情
報
や
、

町
か
ら
の
避
難
指
示
等
の
発
令
に
合
わ
せ

て
、
計
画
的
に
避
難
す
る
こ
と
で
、
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
ら
ず
冷
静
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
自
主
防
災
組
織
の
活

動
を
活
発
に
す
べ
く
、
４
月
20
日
の
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
地
区
で
訓
練
を
計
画
い
た
だ

き
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る

対
応
力
向
上
、
各
団
体
と
の
連
携
・
協
力
体

制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
に

つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
の
減
少
に
伴
い
入
団

す
る
若
年
層
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
現
実

に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
機
能
別
消
防
団
員
・

女
性
消
防
団
員
の
募
集
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
団
員
の
身
分
補
償
の
充
実
も
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
の
整
備

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
水
無
川
橋
復
旧
工
事
の
竣
工
を

も
っ
て
す
べ
て
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
被
災
か
ら
４
年
７
カ
月
の
長
期
間
に
わ

た
り
、
全
面
通
行
止
め
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
た
今
後
に
お
い

て
は
、
減
災
を
目
的
と
し
た
町
管
理
河
川
の

浚
渫
を
は
じ
め
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
「
公

共
土
木
施
設
整
備
・
維
持
補
修
の
優
先
順
位

判
定
基
準
」
に
基
づ
き
、
事
業
を
計
画
的
・

効
率
的
に
進
め
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
近
接

目
視
に
よ
る
点
検
結
果
に
基
づ
き
補
強
・
修

繕
を
行
い
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
保
全
と

維
持
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
代
行
事
業
で
行
わ
れ
て
い
る

「
球
磨
大
橋
架
設
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

下
部
工
工
事
が
施
工
中
で
あ
り
、
併
せ
て
熊

本
県
が
実
施
す
る
橋
梁
前
後
の
取
付
道
路
に

つ
い
て
は
、
用
地
交
渉
及
び
建
物
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お
き

ま
し
て
も
、
早
期
完
成
に
向
け
引
き
続
き

国
・
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
通
学
途
中
に
車
に
巻
き
込
ま

れ
る
悲
惨
な
事
故
が
多
発
し
、
全
国
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
本
町
に
お

い
て
も
交
通
弱
者
で
あ
る
児
童
生
徒
や
高
齢

者
の
安
全
確

保
に
向
け
た

取
り
組
み
を

関
係
機
関
と

連
携
を
執
り

な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま

す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に

策
定
し
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ

き
、
合
理
的
か
つ
持
続
可
能
な
経
営
が
で
き

る
よ
う
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

第
１
段
階
と
し
て
、
令
和
８
年
度
の
料
金
改

定
に
向
け
議
会
を
は
じ
め
住
民
の
皆
様
に
対

し
、
水
道
事
業
の
現
状
及
び
料
金
改
定
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
町
の
広
報
紙
等
を
活
用
し

な
が
ら
丁
寧
な
説
明
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
施
設
更
新
を
見
据
え
た
基
金

の
確
保
の
た
め
、
適
正
な
料
金
体
制
の
確
立

と
町
水
道
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
、
よ
り
安

定
的
な
料
金
収
入
の
確
保
及
び
経
営
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
２

年
目
と
な
る
今
年
度
に
お
い
て
も
、
更
な
る

経
営
安
定
化
及
び
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
な
ど
、
体
制
整
備
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

下
水
道
区
域
外
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

浄
化
槽
設
置
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

い
、
生
活
排
水
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
か
ら

40
年
が
経
過
し
た
住
宅
が
多
数
あ
る
こ
と
か

ら
、
用
途
廃
止
と
な
っ
た
空
き
家
の
解
体

の
外
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
た
外
壁
改

修
・
屋
上
防
水
及
び
排
水
設
備
の
水
洗
化
な

ど
住
宅
の
維
持
管
理
・
改
善
事
業
を
計
画
的

に
進
め
、
住
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環
境
の
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
今
後
も
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
の
出
生
数
は
過
去
最
少
の
72
万
人
と

な
り
、
少
子
化
は
想
定
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で

進
ん
で
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
令
和

６
年
の
出
生
者
は
63
人
と
な
り
、
10
年
前
と

比
べ
る
と
お
よ
そ
半
分
の
出
生
数
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
誇
り
あ

る
ふ
る
さ
と
錦
町
を
10
年
、
100
年
、
そ
し

て
、
そ
の
先
の
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
町
の

将
来
像
で
あ
る
「
人
の
和
を
大
切
に
し　

老

い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町　

若
人
に
夢

と
希
望
が
持
て
る
町
」
の
実
現
に
向
け
、
職

員
と
共
に
全
力
を
捧
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。



人吉球磨における「事業承継等に係る広域連携支援に
関する協定」を締結しました！

問合せ　　熊本県県南広域本部球磨地域振興局　総務振興課　　☎ ２４－４１１３

住宅を建てる際に手続きが必要な場合があります
　住宅を建てる際、工事着手前に建築確認申請等の手続きが必要となる場
合があります。全ての新築建築物に、省エネ基準への適合が義務付けられ
ます。
　令和７年４月以降に、住宅等の建築に着工する場合、新しい制度や基準
等により建てる必要がありますので、早めに建築士・工務店・建築士事務
所等にご相談ください。詳しくは、下記の国土交通省ホームページをご覧
ください。
HP：https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/r4kaisei_shoenehou_kijunhou.html

問合せ　　熊本県県南広域本部　景観建築課　　☎ 0 9 6 5 -3 3 -3117

交際費執行状況表（2月分）
支払日　             　  件　　　　名                         　          　　　 金　額 　          相 手 先

町長

議長

2月12日
2月12日
2月12日

多良木町長選挙当選に伴うお樽
香典　第5区長（母）
多良木町長選挙当選に伴うお樽

石井淳一後援会
中村家
石井淳一後援会

6,600円
5,000円
6,600円

問合せ　介護保険料　保険政策課 ☎ ３８－１１１３

※町税等の納付は口座振替をご利用ください。支払い忘れがなく安心です。
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。
※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！

４月は介護保険料の納期です！
納　期　限【４月３０日（水）】
口座振替日【４月２５日（金）】

3月3日、熊本県球磨地域振興局と人吉球磨地域の自治体や
商工団体の他、農林畜産業団体、事業承継等に関する支援機
関、民間企業、報道機関等の22団体で、連携協定を締結しま
した。
　若者が“残り、集う”持続可能な地域の実現に向けて、本協定
に基づき、広域的な支援連携体制の構築や、事業承継の機運
醸成など、各団体が協力し、地域一丸となって、取り組みを
進めてまいります。

　　連携内容　
　　（１） 事業承継及び創業に関する意識啓発や支援制度等の周知、情報共有に関する事項
　　（２） 個人事業主を含む中小企業、団体等からの事業承継に伴う相談に関する事項
　　（３） 人材（次世代経営者を含む）の育成に関する事項
　　（４） その他、目的を達成するために必要な事項
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萩原木工所まで

ふすま、障子、アミ戸の製作、張替のことなら

営業内容
・和洋建具製造販売
・ふすま、障子、アミ戸張替
・かべ、ゆか張替
・ガラス入替
・カーテンブラインド取扱い
・リフォーム全般

球磨郡錦町大字一武
代表者　萩原　拓
☎090-5085-3462

有料広告欄

４月１日から学校施設の使用料金が改定されます
　物価上昇に伴う電気代などの値上げに対応し、学校施設の使用料金の見直しを行いました。
　主な施設（学校体育施設）の値上げ料金は以下のとおりです。
※全施設１時間当たりの料金です。

令和７年度から国民健康保険人間ドック費用助成方法を
拡充します！

問合せ　　保険政策課　　☎ ３８－１１１３

問合せ　　教育振興課　　☎ ３８－４４５０

施設名　　　 　　変更前 　　　　　　　　　　　　　　　　変更後

町内小中学校の運動場

中学校ソフトテニスコート

町内小中学校の体育館

使用料340円
照明料330円
使用料１面340円
照明料330円
使用料
昼340円、夜560円

使用料300円
照明料400円
オムニコート：使用料１面300円、照明料400円
クレーコート：使用料１面200円、照明料400円
半面使用：使用料200円、照明料400円
全面使用：使用料400円、照明料400円

　錦町では、国民健康保険の加入者を対象とした「国民健康保険人間ドック費用助成事業」を実施しています。令和７
年度から人間ドック費用助成方法を拡充（追加）します。
　今回追加する助成を受けるには、被保険者自身が直接人間ドック受診の申し込みを行い、人間ドック検査費用を一旦
全額お支払いいただいたあと支給申請していただくことになります。
　支給対象者及び助成条件
　年度末において満40歳以上の者で、検診受診日において錦町国民健康保険の資格を有する者
　助成を受けようとする者及びその世帯において町税、町使用料等の滞納がない者
　助成額
　男性　30,000円　　女性　35,000円
　拡充（追加）内容
　１泊２日コースなどの受診が可能となります。指定医療機関以外でも受診可能となります。
　対象とする医療機関
　人間ドックを行っている医療機関及び検査機関
　申請に必要となるもの
　受診された人間ドックの領収書及び検査結果通知書
　申請期限
　令和８年３月31日
　申請先
　錦町役場　保険政策課　保険・年金係
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後期高齢者医療被保険者の方へ
　後期高齢者医療制度の対象となる方
　・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
　・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（熊本県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた
　　日から加入）

※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部、精神障害者手帳
　に記載された障がいの等級が１～２級、療育手帳に記載された障がいの等級がA判定の方などです。
※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することがで
　き、いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

　所得が低い方への均等割額軽減
◆保険料の均等割額の軽減（令和７年度から改正されました）

※1　給与所得者等が２人以上いる世帯については、基礎控除額（43万円）に以下の金額が加算されま
　　  す。（給与所得者等の数　－　１）　×　10万円
※2　「給与・年金所得者の数」とは、給与収入が55万円超または年金収入が125万円超（65歳以上の
　　  場合。65歳未満の場合は年金収入が60万円超）の方の合計人数です。
※3　均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になりま 
　　  す。また、年金所得については高齢者特別控除15万円を控除した額で判定します。

　令和7年度の保険料率
　・後期高齢者医療制度は公費（５割）、現役世代からの支援金（４割）、被保険者からの保険料（１
　　割）で運営しています。後期高齢者医療保険料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。
　　必ず納期限までに納めましょう。
　・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
　・保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

　　※合計所得金額が2,400万円超の方は、合計所得金額に応じて基礎控除額が逓減し、2,500万円超で
　　　基礎控除額が0円となります。

年間保険料額
（限度額80万円）

=
均等割額

（被保険者１人あたり）

58,000円

所得割額

×
所得割率
10.98％

総所得金額等－
43万円※（基礎控除）+

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額
【基礎控除額※1】以下の世帯
【基礎控除額※1　+　30.5万円　×　被保険者数】以下の世帯
【基礎控除額※1　+　56万円　×　被保険者数】以下の世帯

均等割の軽減額
７割
５割
２割
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①緊急時以外の救急外来の受診は控えましょう
　休日や夜間の時間外受診は重症患者の受け入れに影響するほか、医師や看護師の疲弊にもつなが
　ります。
　本当に必要な人が必要な時に医療を受けられるよう、緊急時以外は平日の診療時間内に受診しま
　しょう。

②「かかりつけ医」を持ちましょう
　体調の変化など、日頃から気軽に相談できる「かかりつけ医」を持つことが大切
　です。気になる症状があれば、まずはかかりつけの医師に相談しましょう。

③重複受診は控えましょう
　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、検査や投薬などを最初からやり直すこととなり、体へ
　の負担と　医療費の負担が大きくなります。今受けている治療に不安などがあるときは、医師に
　伝えて相談してみましょう。

④薬のもらいすぎに注意しましょう
　一度に多くの種類の薬を飲むと、薬本来の効果が出ないだけではなく、重い副作用や症状が悪化
　することがあります。複数の医療機関に通院中の場合は、「お薬手帳」を1冊にまとめ、受診時
　に必ず持参しましょう。

⑤ジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）と同等の効能・効果を持ち、価格も
　安くすみます。ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬局に相談しましょう。

上手な医療のかかり方・正しい薬の使い方で健康に！

問合せ　　保険政策課　　☎ ３８－１１１３

　令和７年度後期高齢者医療保険料の納め方
　・後期高齢者医療に加入の方は「医療給付を受ける権利」と同時に「保険料を納める義務」がありま
　　す。保険料は、後期高齢者医療制度を支える重要な財源です。納期限までに納付しましょう。
　・後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（口座振替または納付書）
　　により納めることになります。

◆特別徴収の方
　令和７年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。特別徴収の対象となる方
は自動的に特別徴収になります。（申請は不要です。）
　ただし、年度途中で資格を取得した方や、年金の額によっては、普通徴収（口座振替または納付書で
の納付）になります。

◆普通徴収の方
　　令和７年７月より口座振替または納付書により保険料を納めていただきます。
　
　・75歳到達や県外からの転入等で新たに後期高齢者医療保険へ加入された方は、差し引き開始の手 
　　続きのため、初めは普通徴収によりお支払いいただき、該当される方は一定期間の後、自動的に年
　　金差し引き（特別徴収）に切り替わります。

　・口座振替は登録した預貯金口座から自動的に引き落とすため、納付する手間がなく、納付忘れの心
　　配もありません。是非ご利用ください。

皆さんに安心して医療を受けていただくため、以下のことに留意し、できることから始めましょう。
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問合せ　　税務課　　☎ ３８－１１１４

固定資産税の縦覧制度及び固定資産課税台帳（名寄帳）の
閲覧制度をご利用ください

【縦覧制度】
　納税者の方が自己の固定資産の評価額が適正かどうかを客観的に判断するために、土地価格等縦覧帳簿
および家屋価格等縦覧帳簿を縦覧することで、他の資産の評価額と比較できる制度です。（免税点未満で
課税されない人を除きます）
　≪記載内容≫
　　・土地価格等縦覧帳簿（ 所在、地目、地積、価格）
　　・家屋価格等縦覧帳簿（ 所在、家屋番号、種類、構造、建築年、床面積、価格）
　≪縦覧期間≫
　　令和7年4月1日から6月2日まで（土曜日・日曜日、祝日を除く）
　≪縦覧場所及び縦覧時間≫
　　錦町役場税務課　　午前8時30分から午後5時15分まで　　
　≪縦覧できる人≫
　　錦町内に所在する土地または家屋に対して課する固定資産税の納税者、納税者の委任を受けた方

（委任状が必要）、納税管理人
　≪縦覧の際お持ちいただくもの≫
　　申請者の本人確認ができる身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）
　　※申請者が代理人の場合は、委任状または納税通知書
　　※申請者が法人の場合は、法人登録印または法人登録印を押した委任状
　≪縦覧手数料≫
　　無料

【閲覧制度】
　納税義務者自己の資産について、借地・借家人は使用収益の対象となる資産について、固定資産課税台
帳（名寄帳）を確認することができます。縦覧期間中に限り、名寄帳の写しを交付しています。
　≪閲覧期間≫
　　通年（土曜日・日曜日、祝日を除く）
　≪閲覧場所及び閲覧時間≫
　　錦町役場税務課　　午前8時30分から午後5時15分まで
　≪閲覧できる人≫
　　錦町内に所在する土地または家屋に対して課する固定資産税の納税者、納税者の委任を受けた方

（委任状が必要）、納税管理人、借地・借家人
　≪閲覧の際お持ちいただくもの≫
　　申請者の本人確認ができる身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）
　　※申請者が代理人の場合は、委任状または納税通知書
　　※申請者が法人の場合は、法人登録印または法人登録印を押した委任状
　　※申請者が借地・借家人の場合は、権利関係・権利対象物件のわかる賃貸借契約書など
　≪閲覧手数料≫
　　1件300円
　　※縦覧期間中は無料（名寄帳コピー代　1枚10円）
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問合せ　　農林振興課　　☎ ３８－４９４８

問合せ　　教育振興課　　☎ ３８－４４５０

山火事にご用心
　山火事は、例年春先のほか秋から冬にかけて発生しています。空気が乾燥し、森林内の落葉などが燃えやすい状
態になっており、強風等によりたき火が燃え移り、山火事発生の危険性が高くなります。
　山火事の原因の多くが、人のちょっとした火の取り扱いの不注意で発生しており、一人ひとりが森林の大切さを
認識し、防災意識を高めることが大切です。

　山火事予防にあたっては、次のことにご留意ください。

①枯葉等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと。
②強風時及び乾燥時にはたき火、火入れをしないこと。
③火入れを行う際、消防署へ届出を行い、十分な実施体制をとること。
④たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消して、投げ捨てないこと。
【参考】出火原因別件数（平成30年～令和4年の平均）※消防庁統計資料に基づいて作成

　１　たき火　　　　　　　　　　420件　　　32.5%
　２　火入れ　　　　　　　　　　245件　　　18.9%
　３　放火（疑いを含む）　　　  99件　　　  7.6%
　４　たばこ　　　　　　　　　  60件　　　  4.6%
　５　マッチ・ライター　　　　  32件　　　  2.5%
　６　火遊び　　　　　　　　 　　 14件　　　  1.1%
　７　その他（不明など）　　　　424件　　　32.8%
　　　　合　計　　　　　　 1,294件

にしき活き活き大学「習字」の受講者募集
　５月１日からスタートする「習字」の受講者を募集します。受講料は1,200円です。
お持ちの習字セット（道具）を持参してください。

講師：桑原はるみ 先生　　日程：第１木曜日午後１時30分から　　
　場所：青年会館　　　　 申込：教育振興課 社会教育係

３８－４９４８

、投げ捨てないこと。
いて作成

問合せ　　地域整備課　　☎ ３８－４４１８

２月採取分の町水道の水質検査結果については、以下のとおりです。
検査項目
一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物（全有機炭素（TOC)の量）

ｐH値
味

臭気
色度
濁度

参考値　遊離残留塩素
検査期日

判定
検査方法

単位
個/mL

－
mg/L
mg/L

－
－
－
度
度

mg/L

西地区
0

検出されない
20未満
0.3未満

7.5（14℃）
異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0.13

一武地区
0

検出されない
20未満
0.3未満

7.6（15℃）
異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0.13

木上地区
0

検出されない
20未満
0.3未満

7.2（14℃）
異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0.14

基準値等
100個/mL以下

検出されないこと
200mg/L以下
3mg/L以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5度以下
2度以下

－
令和7年2月19日～令和7年2月27日
水道法水質基準に適合
厚生労働省告示第261号
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問合せ　　錦町図書館　開館時間：午前10時～午後6時　　☎ ３８－３４２０

移動図書巡回車

「つくしいばら号」
令和７年度巡回予定表

昨年度と巡回場所、
時間が変更になっ
た所があります。

つくしいばら号には小説のほかに、料理、園芸、裁縫、ＤＩＹ、育児書、健康の本、絵本や図鑑、
児童書など様々な本を乗せています。また大きな字で読みやすい、大活字本もあります。毎月本
の入れ替えをして、話題の本や旬の本をお持ちしています。初めて移動図書館車を利用される方
も、その場でカードの申込みをして借りることができます。また図書館にある本の予約や、図書
館にない本はリクエストができますので、詳しくは職員にお尋ねください。

　お身体の不自由な方や、ご自宅から移動図書巡回ステーションまでの道のりが
遠く、移動手段がない方が対象となります。ご自宅に伺う日は、上記の移動図書
巡回日になります。詳しくは、図書館までお問合せください。

ステーション名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第
１
木
曜

第
２
火
曜

第
３
水
曜

第
２
土
曜

大正公民館
10：15～ 10：35

松里公民館
1０：45～ 1１：05

目郎集落センター
10：30～ 10：50

平川公民館
11：00～ 11：20

野間ふれあいセンター
10：15～ 10：35

上十日市公民館
10：45～ 11：05

クレヨンの森
11：20～ 11：50

指杉団地
10：15～ 10：35

大王原住宅
10：45～ 11：05

3
日

8
日

16
日

12
日

1
日

13
日

21
日

10
日

5
日

10
日

18
日

14
日

3
日

8
日

16
日

12
日

7
日

12
日

20
日

9
日

4
日

9
日

17
日

13
日

2
日

14
日

15
日

11
日

6
日

11
日

19
日

8
日

4
日

9
日

17
日

13
日

8
日

13
日

21
日

10
日

5
日

10
日

18
日

14
日

5
日

10
日

18
日

14
日

※

第
一
木
曜
は

　

元
日
の
た
め

◆ご自宅への移動図書巡回サービスを提供しています◆
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問合せ　　錦町図書館　　☎ ３８－３４２０

錦町図書館だより

      一般書書名 　　　　  著　者         　     　　  　　　　　児童書書名   　　　 　　    　　　　　　著　者
憧れ写楽
団地のふたり
あの世でも仲良う暮らそうや
きょう、ゴリラをうえたよ
口腔トレーニング
まるごと海藻レシピBOOK 
ニッポンはおいしい！

谷津　矢車
藤野　千夜
信友　直子
水野　太貴
後藤　真由子
井澤　由美子
金丸　弘美

たれてる
いつもとちがう水よう日
マメクジラくん、海へいく
世界のふしぎは、きっと誰かの仕事でできている。
友だちのこまったがわかる絵本
ビジュアルでつかむ！俳句の達人たち４　正岡子規と近代俳句
理系の職場８　上野動物園のしごと

鈴木　のりたけ
丸山　陽子
山下　明生
田丸　雅智
WILLこども知育研究所
藤田　真一
こどもくらぶ

一般書 児童書

生殖記
朝井　リョウ
小学館
初めてのヒトはパキスタン生息の異性愛のメス
個体、その次はチャタテムシのメス。そして現
在、ニ回目のヒト、達家尚成（33）というオ
ス個体に宿る○○目線で語られる珍小説。尚成は家電メーカーの総
務部所属、将来への展望や希望、上昇志向、意見もほとんど持ち合
わせておらず、寿命を効率よく消費するために淡々と生きている。
そんな尚成の言動に説明とツッコミを入れているこいつの正体
は！？現代社会の“しっくり”こないことに言及しながらも、クスッ
と笑えて、最後は少しうるっとくる前代未聞の衝撃作。  

ジグモのジグモンタはようふくにあいてしまっ
たあなをふさぐ「あなふさぎや」の仕事をして
います。船で旅行中でも、乗客たちのくつしたやはた、洋服などを
次々になおしてあげました。ところが大変！トビウオがぶつかって帆
におおきなあながあき、船がうごかなくなってしまいました。すぐに
修理をはじめたジグモンタですが、あながおおきすぎてなかなかふさ
がらないうえに、糸まで出なくなってしまいました。嵐も近づいてい
ます。はやくあなをふさがなければ……ジグモンタ、大丈夫！？

開館時間　午前10時～午後６時まで
休 館 日　毎月第１水曜日　年末年始　12月29日～1月3日

は家電メ カ の総

あなふさぎのジグモンタと
おおきなあな
とみなが　まい
ひさかたチャイルド

て
たやはた 洋服などを

図書館からのお知らせ

新刊 おすすめの本

おうちに眠っている錦町に関する資料（西村史、一武村史、木上村史など・・・）を図書館にご寄贈いただけませんか？
ご寄贈いただける場合は、図書館までお電話でご連絡ください。

５月７日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です（祝日の場合は、翌日が休館になります）

「ひなまつり会」のご参加ありがとうございました！「ひなまつり会」のご参加ありがとうございました！

　３月８日（土）にひなまつりイベント「春のうきうき♪ひなまつり」を行いました。図書館職員による読み
聞かせや手あそび、「ふわふわ風船はこびリレー」、折り紙の「おひなさまリース」作り、「ウンスンカル
タ」と盛りだくさんの内容でした。当日はあいにくの雨でしたが、たくさんの子どもたちが参加してくれて、
にぎやかなひなまつり会になりました。ありがとうございました。
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出張年金相談（予約制）のご案内
【令和７年4月開催予定】

第1・2・3・4月曜日 第1・3・5水曜日 第2・4水曜日

【相談時間】 9：00～17：00（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  9：30～16：45（人吉市役所１Ｆ　相談室２）
  ※12：00～13：00の時間帯は除く

人吉市役所１Ｆ　相談室２ 錦町総合福祉センター

7日・14日・21日・28日 2日・16日・30日
多良木町役場

9日・23日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当 ☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時

※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください

出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。
※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
　八代年金事務所　お客様相談室　予約受付電話（0965）-35-6123　自動音声案内①を選択後、②を選択してください。

独身男性：球磨郡・人吉市にお住まいの方　　　独身女性：市町村は問いません
錦町主催イベントや1対1お見合い、近隣町合同・9町村合同イベントなどの情報をメールでご案内します。
秘密は固く守られます。（登録料や年会費は無料）
※ご登録面談時には、顔写真付き身分証明書（免許証やマイナンバーカードなど）の確認をさせていただきます。
■ご質問やご相談は、メールやお電話でお気軽にお問い合わせください。

にしきまちの縁結び『新規登録募集中』

「再婚希望&再婚等理解者の婚活イベント」参加者募集

◆結婚相談員 専用メールアドレス
nishiki-konkatsu＠nishiki.kumamoto.jp （PC）
nishiki-konkatsu@au.com （携帯）　
※迷惑メール対策の設定をされている方は、メールを受信できない場合があります。設定の確認をお願いします。

◆錦町役場　住民福祉課　住民係　☎38-1112 

メール用QRコード

　『バレンタイン婚活』イベントに沢山のご応募をいただきありがとうございました。開催予定の
2月5日（水）は大雪のため中止といたしましたが、2月26日（水）に参加可能な方のみで開催す
ることができました。カップル成立数は2組でした。

　「再婚したいけど、なかなか機会がない…。子どもがいるけど、受け入れてくれる人はいるかな…。」という再婚希望
の男女と、再婚やお子様等に理解がある男女の婚活イベントを開催します。（あさぎり町合同企画）
【イベント内容】全員と話せる１対1トーク中心のプチお見合い
【募集対象】球磨人吉在住で20～40代の独身男女（各5名）
【開催日】令和7年5月13日（火）
【時間】19：30～21：30（19：15受付）
【場所】球磨郡内　【参加費】無料　【締切日】令和7年4月27日（日）

※応募者多数の場合は抽選とし詳細は参加者へ通知します
【申込方法】メール用QRコードから、次の7項目を明記のうえお申込みください
　①氏名（ふりがな）②生年月日（年齢）③性別　④連絡先携帯番号　⑤市町村名　⑥職業
　⑦再婚希望者or理解者

※イベント当日、顔写真付き身分証明書の確認をさせていただきます。

町合同企画）

職業

婚活コーナー
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※予定は変更になる場合があります。

1 2 3 4 

7 8 9  10 11

14 15 16 17 18

21 22 23 24 25

28 29 30

月 火 水 木 金

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前
母子手帳交付と両親学級
午後 マタニティータイム

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前
母子手帳交付と両親学級
午後 マタニティータイム

午前　　　×
午後　　　×

午前　子育てひろば　
午後　1歳6か月児健診

午前　6か月児育児教室
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば
午後　ママの会

午前　子育てサークル　　
（はいはい・きらきらコース）
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
ママとベビーのボディーケア
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　（親子運動教室）
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル　
　　　（ねんねコース）
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば
午後　3か月児健診

午前　子育てサークル　　
　　　（えほんの会）
午後　親と子の歯の教室

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前　　　×　　　
午後　　　×　　

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

昭和の日

※ご利用の際は、電話にて事前の予約を、お願い致します。

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができるように、親子の交流や
情報交換の場として、錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞお気軽にお越しください。

4月の活動

ԉηϯλʔࢧҭͯࢠொۋ

΋΋ Β͘Ϳ
͔Βͷ͓஌Βͤ

■ マタニティータイム　　（第2，第4月曜日　13：３0～）
　　・妊娠中の方の癒しの時間

■ 子育てサークル　　（午前10：00～12：00）
　　・ねんねコース　　 ・はいはいコース　　　 ・きらきらコース
　　（生後1か月から利用可能）　（はいはいができるようになったら）　（つかまり立ち・ひとりで歩けるようになったら）

　　・運動教室（第3水曜日）　　　・ママとベビーのボディーケア（偶数月の第2水曜日）
　　・えほんの会（第3木曜日）　

■ 子育てひろば　　（午前9：30～11：30午後1：30～4：00）
　　・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
　　・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品などを作る事ができます。
　　・おやつ付き広場（月2回）季節の野菜を使ったおかずや行事食など。

■ 子育て相談　随時受け付けております。（個室にて対応できます。）
■ ママの会　　お子様が就園.就学されたママ達が楽しく集う時間です。（毎月1回）

　　※毎月の予定や活動内容については、変更の場合もありますので、広報や錦町ホームページにて、
　　　ご確認ください。

問合せ　錦町保健センター　　☎ ３８－２０４８

19 広報錦  2025 年 4 月号



問合せ　　錦町保健センター　　☎ ３８－２０４８

～今からでもできる！花粉症対策～

花粉症を発症する原因とメカニズム
　花粉症は体内に入った花粉に対して人間の身体が起こす異物反応です。これを 免疫反応と言います。つまり、体内に
侵入した花粉を異物と認識し、この異物（抗原）に対する抗体を作り、再度侵入した花粉を排除しようとする反応で
す。一般的には免疫反応は身体にとって良い反応ですが、時には免疫反応が過剰になり、生活に支障が出てしまいま
す。このように身体にとってマイナスに働いてしまう場合がアレルギーになります。花粉症の他にダニなどのアレルゲ
ンによって引き起こされる鼻炎は通年性アレルギー性鼻炎と呼ばれます。最近では花粉症と通年性アレルギー性鼻炎の
併発や、複数の花粉に反応する花粉症など、ほぼ一年中症状に悩まされるという人も少なくありません。

花粉症の対策について
　・室内に入る前に玄関前で服についた花粉を払い落とす
　・体についた花粉は手洗いやうがい、洗顔でしっかり洗い流す
　・窓やドアをしっかりと閉めて室内への花粉の侵入を防ぐ
　・こまめに掃除をすることで室内に入った花粉を除去する
　・睡眠時に花粉を吸いこまないよう寝具もこまめに清掃する
　・空気清浄機をかけて、室内での花粉の飛散を防ぐ
　・布団乾燥機などを利用し、花粉シーズンは布団は外に干さないようにする

　例年、スギ花粉症は２月の中旬頃から飛び始めます。特に近年は暖冬の影響で早めに飛散するケースも見受けられま
す。飛散開始前でも少量の花粉が飛んでいる日があるので、敏感な人は反応して症状が現れます。2025年のスギ、ヒノ
キ花粉も例年より多い飛散量が予想されます。早目に花粉症に対する対策を心がけましょう。

　花粉症というとスギ・ヒノキ花粉のイメージが強いものの、夏や
秋の植物で鼻炎の症状が出る例も多く、最近は「通年病」とも言わ
れつつあります。今回は、花粉症についてお話しします。

花粉症になる人はどのような人？
　花粉症を発症する人は、遺伝的にアレルギー体質であるこ
とが主な原因として言われていますが、それ以外も原因があ
ります。まず、一般的に挙げられるのが食生活の変化です。な
ぜなら同じ地域に住んでいても、お年寄りには花粉症の有病
率が少ないからです。今と比べて、インスタント食品やスナッ
ク菓子などがほとんどなかった時代に食されていた昔からの
和食に、アレルギー体質になりにくい要素があるのかもしれま
せん。次に自律神経を乱す睡眠不足や不規則な生活、そしてス
トレスも原因と言われています。生活習慣を見直し、規則正し
い生活を心がけることが大切です。

時間差で症状が出ることも
　アレルギー性鼻炎には、アレルゲンを吸い
込んでから数分～数十分内に起こる「即時相
反応」と、6～10時間くらいあとになって起こ
る「遅発相反応」があります。粘膜の腫れや
鼻づまりなどは「遅発相反応」で起こるので、
昼間に吸い込んだ花粉による症状が夜間に
現れるのです。

☆花粉症のつらい症状を軽くするためには、帰宅時や就寝前の夜の花粉症対策が重要です

保健師　桒原　香織

保健センター
だより
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問合せ　　錦町地域包括支援センタ－ ☎ 3 8 － 4 0 2 0

⑔␩ࠨ㧗ߡ޿ߟߦࠬࡆ

錦町では高齢者ご本人やお世話をするご家族様への福祉サ－ビスの充実に取り組んでいます。
下記の福祉サ－ビスを利用しながら、不安のない生活や健康づくり、介護予防にお役立てください。

※上記サービスが祝日の場合は、お休みとなります。

お気軽に
ご相談ください

高齢者が利用できる社会福祉サ－ビス 
サービス名 内　容 要　件 詳　細

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

介護総合相談

もの忘れ相談

太極拳教室

若返り体操教室

高齢者タクシー助成
事業

錦町乗合タクシー事業

家族介護用品支給事業

車いす貸与

地域福祉権利擁護事業

ＳＯＳキーホルダー

錦町高齢者見守り
ネットワーク

「和み」カフェ

「おおづる
　　　虹色カフェ」

にしき「買いモン号」

介護や自宅の介護環境作りなど福祉
・医療の専門職が相談に応じます

専門の医師に、直接もの忘れに関す
る相談や助言が受けられる。

転倒骨折予防のための運動教室

健康運動指導士が講師として町内コ
ミセン等において行う若返り効果が
ある体操教室を実施。

一枚500円の助成券を1年間で24枚
交付

自宅と役場等町内９カ所の停留所ま
での交通手段を確保する事業

おむつや尿取りパットの購入に際し
て利用券を支給

歩行困難で受診や外出ができずお困
りの方

金銭管理や役所等から送られた書類
の手続き等を支援する

外出先で倒れたり、認知症等で保護
された場合に登録状況が確認できる。

徘徊の恐れのある方の情報を事前に
警察署等に届けておくことで、万一の
場合に早急に対応することができる。

カフェを通じて、認知症当事者や家
族の精神的負担の軽減につながる。
また、とじこもり予防も目的として
いる。

町内をまわる移動販売

介護のことでお困りの方

認知症の心配がある方や、支援
する家族の方。
事前予約が必要。

65歳以上の町内在住の方。

65歳以上の町内在住の方。

自家用車を所有しておらず、町民
税非課税世帯の65歳以上の町内
在住の方。町税等の滞納がない方。

町民の方はどなたでも利用可能。

在宅で要介護4・5の方を介護
している家族

介護保険非該当者または要支援・
要介護1の認定を受けられた方

認知症・知的障がい・精神障が
い等により判断能力が低下し金
銭管理等に不安がある方

65歳以上の町内在住の方。

65歳以上の町内在住の方。

一般及び認知症のある本人、
家族

買い物に困っている方　

錦町地域包括支援センタ－

予約：錦町地域包括支援センター
奇数月の第２水曜日。（相談無料）
場所：ゆうゆう館　１４：００から

毎週月曜日
場所：ひだまり館
１０：００～１１：３０（参加料無料）

毎月第３木曜日
場所：①錦町温泉センタ－、②西コ
ミセン、③木上コミセン（毎月１ヶ所、
月ごとに場所を変えながら開催）
１０：００～１１：３０（参加料無料）

利用できるタクシー会社(3ヵ所)
つばめ・TakuRoo・
錦中央タクシー

片道　２００円（８０歳以上１５０円）
運行時間の１時間前までの予約
が必要。１日往路、復路3便。
問い合わせ：総務課　３８‐１１１１

１件当たり年間最大９万円の助成
課税状況により、助成額が変わり
ます。

社会福祉協議会に申請
問い合わせ：３８-２０７４

相談窓口：社会福祉協議会
問い合わせ：３８-２０７４

錦町地域包括支援センタ－
（登録無料）

錦町地域包括支援センタ－
（登録無料）

ゆうゆう館にて、毎週火曜日
１０：００～１３：００

にしき園グループホームにて　
毎月　第4金曜日
１０：００～１３：００

販売元、利用相談：イスミ錦店
問い合わせ：３８-１０００

錦町

地域包括支援センター便り
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経
験
者
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
で
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
と
大

変
嬉
し
い
で
す
。
一
番
大
き
な
楽
器
が

目
印
で
す
。

　

は
じ
め
に
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
我

が
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
っ
て
家

族
の
一
員
と
な
っ
た
犬
と
猫
が
い
ま

す
。
お
世
話
は
大
変
で
す
が
、
仕
事
で

疲
れ
て
帰
っ
て
き
て
も
甘
え
て
来
て
く

れ
る
こ
の
子
た
ち
を
見
る
と
癒
さ
れ
ま

す
し
、
遊
ぶ
姿
を
見
て
い
る
と
私
も
元

気
に
な
り
ま
す
。
母
猫
に
置
き
去
り
に

さ
れ
、
雨
の
中
道
路
の
真
ん
中
で
小
さ

く
な
っ
て
い
た
猫
の
杏
子
（
あ
ん
ず
）

は
、
母
が
保
護
し
ま
し
た
が
、
す
っ
か

り
元
気
に
な
っ
て
今
で
は
下
の
猫
た
ち

と
朝
か
ら
毎
日
か
け
っ
こ
大
会
で
す
。

良
い
目
覚
ま
し
が
わ
り
に
な
っ
て
ま

す
。
引
っ
越
し
と
家
庭
の
事
情
で
飼
え

な
く
な
っ
た
と
の
理
由
で
里
子
に
出
さ

れ
て
い
た
コ
ー
ギ
ー
の
兄
弟
は
、
福
岡

か
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。
３
歳
で
ヤ
ン

チ
ャ
盛
り
で
す
が
、
よ
う
や
く
我
が
家

の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
兄
の
桃
ノ
助
は
20
㎏
超
え
の
大

き
な
コ
ー
ギ
ー
な
の
で
、
お
散
歩
は
い

つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
、
気
分
が
乗
ら
な
い

と
道
に
寝
そ
べ
っ
て
動
か
な
く
な
り
ま

す
。
私
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

楽
器
や
ペ
ッ
ト
た
ち
、
車
に
バ
イ
ク

に
旅
行
に
ラ
イ
ブ
と
楽
し
い
こ
と
、
や

り
た
い
こ
と
が
尽
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

く
た
め
に
、
心
を
豊
か
に
す
る
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ᰴ
࿁
㯋
৻
ᱞ
ర
ᔘ
㱉
ේ
㯊

ᗲ
↲
ᅢ
ℙ
㮱
㯯
㯃
㮵

㮆

㮯
㯊
㰆
㱋
㰝
㱋
㯋
⊝
㮱
㯯
㮨
᥉
Ბ
ᕁ
㮿

㯂
㮠
㯧
㮯
㯄
㯮
ᦠ
㮠
㯂
㮠
㮻
㮼
㮩
㮇ᰴ
㯊

ᣇ
㯔
㰭
㱆
㰽
㰿
㱋
㮵
㯧
㯞
㯊
㯃
㮵
㮈

㮆

㯤
㯩
㮳
㮫
㮦
㗿
㮠
㮳
㯚
㮵
㮈

スーザフォン ( チューバ ) を演奏してます桃ノ助 ( 左 ) と夏梅 ( 右 ) のおやつ待ち

思いつくまま

吉村　燿さん
（西上松里）
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人の動き ２月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　3,998（＋2）　  ○総人口　10,026（－6）　  ○男　4,749（－6）　  ○女　5,277（±0）

T
・
晴
美

三
年
間　

美
味
し
い
お
弁
当　

あ
り
が
と
う

涙
に
濡
れ
し　

母
へ
の
祝
辞

明
日
も
ま
た　

教
室
に
来
て　

し
ゃ
べ
っ
て
そ
う

別
れ
の
時
は　

名
残
尽
き
な
く

春
色
の　

ス
ー
ツ
の
あ
の
子
も　

故
郷
を

離
れ
て
こ
こ
に　

来
た
の
だ
ろ
う
か

桜
餅　

桜
き
ん
と
ん　

桜
ラ
テ

コ
ン
ビ
ニ
で
ふ
と　

我
を
忘
れ
る坂

本　

敦
子

先
生
と
お
別
れ
桜
咲
く

桜
見
る
命
日
に
浮
く
笑
顔
か
な

酔
余

そ
よ
吹
け
ば
薮
の
初
音
の
透
き
と
ほ
る

花
片
も
風
に
急
か
さ
れ
巣
立
ゆ
く黒

瀧
櫻
壽

春
愁
五
蘊
盛
苦
悲
壮
感

睡
眠
に
健
康
勝
る
薬
無
し

初
桜
盃
片
手
ま
っ
た
り
と

吉
若
酔
舞

ど
し
こ
で
ん　

空
っ
ぽ
び
ん
た
に　

入
る

智
慧

ど
し
こ
で
ん　

む
し
っ
た
で
っ
ち
ゃ　

生

え
ち
く
っ

ど
し
こ
で
ん　

見
せ
び
ら
か
し
は　

同
じ

も
ん

坂
本　

敦
子

ど
し
こ
で
ん  

大
寒
に
重
ね
着  

歩
か
れ
ん

ど
し
こ
で
ん　

食
べ
放
題
に　

人
の
列

富
松　

君
代

ど
し
こ
で
ん　

年
重
ね
た
っ
ち
ゃ　

利
口

に
な
れ
ん

ど
し
こ
で
ん　

食
わ
ん
と
ば
っ
て
ん　

肥

る
ば
っ
か
り

も
ふ
こ

ど
し
こ
で
ん　

う
ま
か
も
ん
は　

た
べ
ら

れ
る

ど
し
こ
で
ん  

家
族
の
愛
は  
う
け
い
れ
る

松
下　

逢
輝　
　
（
和
輝
・
結
心
）

　
　
　

  

　

西
下
井
手
ノ
口

那
須　

琳
成　
　
（
将
吾
・
夏
葵
）

　
　
　

  

　

木
上
下
十
日
市

田
山　

葉
斗
幸　
（
広
幸
・
沙
紀
）

　
　
　

  

　

一
武
東
方

　

福
元　

士
温　
　
（
西
下
井
手
ノ
口
）　

　

水
篠　

未
来　
　
（
西
下
須
）

今
堀　

雅
美　
（
85
歳
）　

一
武
原
田
川

小
田　

光
明　
（
88
歳
）　

西
上
松
里

鳥
飼　

ヤ
ス
エ（
91
歳
）　

一
武
西
原

清
田　

文
男　
（
67
歳
）　

木
上
平
川

中
村　

キ
リ
コ（
93
歳
）　

西
下
井
手
ノ
口

椋
田　

金
丸　
（
93
歳
）　

西
大
正

西　

惠
子　
　
（
98
歳
）　

一
武
昭
和

菅　

祐
子　
　
（
87
歳
）　

一
武
下
忠
ケ
原

中
村　

イ
ツ
子（
85
歳
）　

一
武
別
府

深
水　

君
代　
（
93
歳
）　

一
武
横
山

【
総
届
出
件
数
】

出
生
3
件　

婚
姻
1
件　

死
亡
13
件

☆
次
回
（
5
月
号
）
の
笠

◆
あ
じ
く
ら
う（
味
を
し
め
る
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　

締
切
日
　
4
月
8
日
（
火
）

あ　
き

は　
づ　
き

り
ん
せ
い

ふ
る
さ
と

錦
み
ん
な
の
歌
会

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、
と
も
に
2
月
受

付
分
で
す
。
更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分
の
み

と
し
、
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
が
広
報
紙
担
当
と
な
り
１
年
が
経
ち
、
こ

の
１
年
で
多
く
の
方
を
取
材
、
写
真
撮
影
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

編
集
後
記
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
は
新
天
地
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
方
が
多
く
、
特
に
高
校
を
卒
業

し
、
町
外
・
県
外
へ
進
学
や
就
職
す
る
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ま
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
各
地
で
錦
町
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

上
原　

亨

編
集
後
記

短　

歌

に
し
き
狂
句

俳　

句

令和６年度 錦町家族で考える人権標語

1 年渡辺 凪

1 年瀧本 啓斗

2 年上之薗 大雅

2 年北村 優依華

2 年淋 瑛貴

3 年林田 碧斗

3 年米澤 ほの華

西小学校
わたしもあなたも　みんなだれかの　たからもの

だれもが　だれかの　たからもの

言う前に　考えてみよう　そのことば

気づいていこう　みんなの気もち　人のやさしさ

ぼくからね　広げていくよ　ふわふわことば

いじめナシ　さべつナシ　いろんなナシを育てよう

大切に　ひとりひとりの　その気持ち

ワタナベ ナギ

タキモト アキ ト

ウエ ノ ソノ タイガ

キタムラ  ユ  イ  カ

ソソギテルタカ

ハヤシダ アオ ト

ヨネザワ            カ

お
く
や
み

ご
誕
生

ご
結
婚
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印
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  〒
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熊

本
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球
磨
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町
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ホ
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n.kum
am

oto-nishiki.lg.jp
町

公
式

facebookペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.facebook.com

/tow
n.nishiki

合
併
70
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
最
優
秀
作
品
が
決
定

最
優
秀
賞

  

木
上
小
学
校
６
年

も
り
や　
　

き  
ほ

守
屋　

綺
洸
さ
ん

（
木
上
白
坂
）

優
秀
作
品
は
こ
ち
ら

3
月
7
日（
金
）に
、
錦
町
合
併
70
周
年
・

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
等
審
議
会
で
記

念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
最
終
選
考
が
行
わ
れ
、
見

事
守
屋
綺
洸
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
同
取
組
は
、
本
町
が
令
和
７
年

度
に
合
併
70
周
年
・
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
と
し
て
令
和
７

年
１
月
か
ら
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
。
応

募
総
数
88
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当

日
は
、
同
審
議
会
の
委
員
で
小
学
校
の
部
、

中
学
校
の
部
、
一
般
の
部
か
ら
優
秀
作
品
各

１
点
を
選
考
。
さ
ら
に
優
秀
作
品
３
点
か

ら
、
最
優
秀
作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞
者
へ
は
、
11
月
に
開
催

予
定
の
ふ
る
さ
と
祭
り
で
表
彰
式
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

〜
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
〜

Ｑ　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
感
想
は
？

Ａ　

選
ば
れ
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

Ｑ　

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

Ａ　

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
募
集
の
プ
リ
ン
ト
を
見
て
、
少
し

　
　

で
も
自
分
の
経
験
に
な
れ
ば
と
思
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

Ｑ　

制
作
に
ど
れ
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

何
日
も
考
え
て
、
形
に
す
る
の
に
３
日
か
か
り
ま
し
た
。

Ｑ　

ご
家
族
の
反
応
は
？

Ａ　

ま
さ
か
選
ば
れ
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
み
ん
な
驚
い　

　
　

て
い
ま
し
た
。

Ｑ　

賞
金
の
使
い
道
は
？

Ａ　

４
月
か
ら
中
学
生
に
な
る
の
で
、
何
か
に
挑
戦
す
る
た
め
に

　
　

使
い
た
い
で
す
。
少
し
は
お
母
さ
ん
に
も
あ
げ
よ
う
と
思
い

　
　

ま
す
。

中学校の部（優秀賞）　錦中学校２年
ほん だ　　 り の

本田　凜乃　さん　（西内門）

一般の部（優秀賞）
なかむら　 すみ こ

中村　澄子　さん　（一武横山）


